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などのセンテンスにおいて、“饭吃”“闲话要讲”という 「名詞 （句） ＋動詞 
（句）」 が音声的に１つのまとまりを形成する。








　本稿は、上海方言の“有＋名詞句＋動詞句”構造 （以下“有＋ NP ＋ VP”構造
とする） における音声と文法の不一致について検討するものである。まず“有
＋ NP ＋ VP”構造において上海方言の連読変調がどのように実現されるか記
述し、次にどのような状況下において“饭吃”“闲话要讲”といった文法と音














1音節 2音節 3音節 4音節 5音節
1 53 55＋ 31 55＋ 33＋ 31
55 ＋ 44 ＋ 33 ＋
31
55 ＋ 44 ＋ 33 ＋ 22
＋ 21
2 34 33＋ 44 33＋ 55＋ 31
33 ＋ 55 ＋ 33 ＋
31
33 ＋ 55 ＋ 44 ＋ 33
＋ 31
3 23 22＋ 44 22＋ 55＋ 31
22 ＋ 55 ＋ 33 ＋
31
22 ＋ 55 ＋ 44 ＋ 33
＋ 31
4 55 33＋ 44 33＋ 55＋ 31
33 ＋ 55 ＋ 33 ＋
31
33 ＋ 55 ＋ 44 ＋ 33
＋ 31
5
12 11＋ 23 11＋ 22＋ 23 11 ＋ 22 ＋ 22 ＋
23,
22 ＋ 55 ＋ 33 ＋
31
















フレーズは、Sherard （1980） では phonological word、五臺 （1986） や石汝傑








なく、前部要素が本来の声調で読まれたり、あるいは 「動詞＋目的語」 で 1音
韻句を形成したりする場合もある。
　以下、連読変調の観点から上海方言の“有＋ NP ＋ VP”構造について見て
いき、特に NP と VP の意味関係と音韻句形成とがどのような関わりがあるの
かについて考察していきたい。
　3．“有＋ NP ＋ VP”構造と連読変調
　普通話の“有＋ NP ＋ VP”構造について文法の側面から取り上げたものに
は、原 （1991a）、原 （1991b）、竹島 （1993） 等がある。また上海方言における連
読変調を扱った論考は数多くあるが、“有＋ NP ＋ VP”構造についての論考は
管見の限り見当たらない。そこでまず“有＋ NP ＋ VP”構造における連読変
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調について見ていきたい。
　3.  1　“有＋ NP ＋ VP”構造における NP と VP
　“有＋ NP ＋ VP”構造における NP と VP の関係を、大まかではあるが以下
の 5つに分けてみたい。
　1．NP が VP の意味上の目的語の場合
　2．NP が VP の行われる場所や起点・着点などを表す場合
　3．NP が VP の道具を表す場合
　4．NP が“机会”“辰光”“理由”など抽象名詞の場合
　5．NP が“人”などの場合8）
　3.  2.  1　NP が VP の意味上の目的語の場合 （1）
　中国語では動詞の後ろに様々な名詞 （句） がくることができ、そのため動詞
と目的語との意味的関係も複雑である。孟宗等編 《动词用法词典》 （1987, 上海
辞書出版社） では、動詞に後続する名詞句を 14種類に分類している。本稿で
は動詞―目的語という関係に深入りせず、NP を 「VP の影響を直接受けるも
の、VP の行為が及ぶ対象」 としておきたい。
　では、NP が VP の意味上の目的語に相当する場合の具体例であるが、先ほ
どの例文 （2） の連読変調は以下のようになる （例文中の斜線 （／） は音韻句の
境界を示す）。
（2） 我／有／一句／闲话要讲。
［ŋo23 ɦiɤ23 iɪʔ33 tɕy44 ɦE22 o55 iɔ33 kÃ31］
（私は一言話さなければならないことがある）
　例文 （2） では、 VP （“要讲”） が軽声化し、NP と VP とが 1音韻句を形成して
いるのが分かる （例文中の波線部）9）。 しかも動詞 （“讲”） の前の助動詞 （“要”） 
も本来の声調を失い、軽声化している10）。
　本節では NP が VP の意味上の目的語に相当し、“NP ＋ VP”が 1音韻句を
形成する例について考察し、NP と VP が 1音韻句を形成しない例については
次節で扱いたい。
　では NP と VP が 1音韻句を形成する場合であるが、NP の語頭の声調によっ
上海方言における“有 +NP+VP”構造と連読変調 （佐藤）　（259）
て“NP ＋ VP”の音韻句形成がどのように異なるのか見ていきたい。
　NP の先頭字が 1～ 4声の場合、NP と VP が 1音韻句を形成する。
（4） 有／本／书要看。
［ɦiɤ23 pən44 s 55 iɔ33 khø31］
（私は 1冊読まなければならない本がある）
（5） 伊／有／句／闲话要讲。
［ɦi23 ɦiɤ23 tɕy44 ɦE22 o55 iɔ33 kÃ31］
（彼は一言話したいことがある）
（6） 搿格／穷小人／没／衣裳穿。
［gɐʔ11 ɦɐʔ23 dʑioŋ22 ɕiɔ55 in31 mɐʔ12 i55 zÃ33 tshø31］
（この貧しい子は着る服がない）
（7） 屋里厢／没／东西吃。
［oʔ33 li55 ɕiÃ31 mɐʔ12 toŋ55 ɕi33 tɕhiɪʔ21］
（家には食べるようなものがない）
（8） 今朝／我／有／交关／事体要做。
［tɕin55 tsɔ31 ŋo23 ɦiɤ23 tɕiɔ44 kuE22 z 22 thi55 iɔ33 tsu21］
（今日私はたくさんやらなければならないことがある）
（9） 有／两只／歌要唱。
［ɦiɤ23 liÃ22 tsɐʔ44 ku55 iɔ33 tshÃ31］
（歌わなければならない歌が二曲ある）
ただ NP が 2～ 4声で、1音節である場合、NP と VP で 1音韻句を形成するも
のの、NP は上昇調となる。
（10） 有／水吃。
［ɦiɤ24 s 35 tɕhiɪʔ31］
（飲む水がある）
　これは、NP にストレスが置かれた結果ではないかと考えられる。冒頭に挙
げた例文 （1） の場合、1人のインフォーマントの発話のうち、以下のような 2
つのパターンの連読変調が観察された。
（1） 我／没／饭吃。
α ［ŋo23 mɐʔ12 vE33 tɕhiɪʔ55］
（260）　中国文学研究　第三十一期
β ［ŋo23 mɐʔ12 vE35 tɕhiɪʔ21］
（私は食べるごはんがない）
1つは“饭吃”が 3声の連読変調のパターンと同じである場合であり （α）、も
う 1つは例文 （10） 同様、“饭”が上昇調となっている場合である （β）。この
点から、まず“饭”と“吃”が 1音韻句を形成し、その後“饭”にストレスが
おかれた結果、“饭”が上昇調となったのではないかと考えられる11）。
　次に NP 先頭字が 5声の場合であるが、他の声調のように“NP ＋ VP”で 1
音韻句を形成するのではなく、VP が NP に付随する形の下降調となる。
（11） 我／有／药要吃。
［ŋo23 ɦiɤ23 ɦiɐʔ12 iɔ22 tɕhiɪʔ21］
（私は飲まなければならない薬がある）
（12） 屋里厢／没／物事吃了。
［oʔ33 li55 ɕiÃ31 mɐʔ12 mɐʔ11 z 23 tɕhiɪʔ22 lɐʔ21］
（家には食べるようなものがなくなった）
（13） 有／两样／物事要买 。
［ɦiɤ23 liÃ22 iÃ44 mɐʔ11 z 23 iɔ22 mA21］
（買わなければならない物が 2つある）
（14） 我／有／本／杂志要看。
［ŋo23 ɦiɤ23 pən44 zɐʔ11 ts 23 iɔ22 khø21］
（私は 1冊読まなければならない雑誌がある）
（15） 我／有／盘／录像带要看。
［ŋo23 ɦiɤ23 bø33 loʔ11 ʑiÃ22 tA23 iɔ22 khø21］
（私は 1本見なければならないビデオテープがある）
例文 （15） を例にとれば、もし“录像带”と“要看”とが 1音韻句を形成する
のであれば、その調値は ［12＋ 22＋ 22＋ 22＋ 23］ もしくは［22＋ 55＋ 44
＋ 33＋ 21］となっているはずである （下図の （b））。また、もし“录像带”と
“要”“看”の間に変調の境界が生じ、“要”“看”がそれぞれ本来の声調を保つ
のであれば、その調値は［12＋ 22＋ 23　24　35］となるはずである （下図の




　以上のような 1～ 4声と 5声との間の軽声化の違いは、“V ＋ O d ＋拨＋ O i”
構造 （V ＝動詞、O d ＝直接目的語、O i ＝間接目的語） における“拨 O i”の軽
声化のパターンと似通っている12）。“V ＋ O d ＋拨＋ O i”構造では、O i が人称
代名詞の場合、“拨 O i”は本来もっていた声調を失い、軽声化する。その軽声
化のパターンは O d の語頭の声調によって異なり、O d の語頭が 1～ 4声の場合
は、“O d 拨 O i”で 1音韻句を形成するが、O d の語頭が 5声の場合、“拨 O i”の
声調は前部要素である名詞 （O d） の声調に左右されるのではなく、前部要素に
付随する形の下降調となる。例えば、
（16） 我／送了／本／书拨伊。
［ŋo23 soŋ33 lɐʔ44 pən44 s 55 pɐʔ33 ɦi31］
（私は彼に本を 1冊あげた）
例文 （16） は、O d に後続する“拨 O i”が軽声化し“O d 拨 O i”で 1音韻句を形
成している例であり、例文 （2）、（4） ～ （9） における VP の軽声化のパターン
と同じである。また
（17） 我／烧了／只／菜拨伊。
［ŋo23 sɔ55 lɐʔ31 tsɐʔ44 tsE35 pɐʔ33 ɦi31］
（私は彼に料理を作ってあげた）
例文 （17） の場合は、O d にストレスが置かれたため O d が上昇調となった例で
あり、例文 （１） （11） における VP の軽声化のパターンと同じである。さらに、
（18） 我／借了／盘／录像带拨伊。
［ŋo23 tɕiA33 lɐʔ44 bø22 loʔ12 ʑiÃ22 tA23 pɐʔ22 ɦi21］
（私は彼にビデオテープを貸してあげた）
例文 （18） における“拨伊”の軽声化は、例文 （11） ～ （14） における VP の軽
（b）录 像   带   要   看（a）录　像   带　要　看 （c）录　像   带　　 要　　  看
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では、音の長さと F 0曲線の調査から、上海方言の 2音節語のストレスパター
ンは、1～ 4声は 「強＋弱」 （［s ＋ w］） であるのに対し、5声は 「弱＋強」 （［w
＋ s］） であると指摘している。この点から、5声の場合は変調が起こる音節群
の最後の音節にストレスが置かれるのではないかと考えられる。“V ＋ O d ＋拨
＋ O i”構造における“O d 拨 O i”や、“有＋ NP ＋ VP”構造における“NP ＋
VP”などは明らかにフレーズの単位を超えたものである。“O d 拨 O i”は 「名
詞 （句） ＋介詞フレーズ」 であり、“NP ＋ VP”もやはりフレーズの単位に収
まるものではない。“V ＋ O d ＋拨＋ O i”構造の“拨 O i”や“有＋ NP ＋ VP”
構造の VP が軽声化する場合、“拨 O i”や“VP”は本来持っていた声調を失う





　以上、NP と VP が動詞―目的語関係にある場合の VP の軽声化の問題につ
いて見てきたが、「動詞―目的語」 関係の中でも特に注意したいのが、“吃饭”
“讲闲话”“看书”といった 「動詞―目的語」 ペアが“有＋ NP ＋ VP”構造の
中で用いられると、VP が軽声化しやすいことである。“吃饭”“讲闲话”“看
书”などは C.E. ヤーホントフ （1987） の言う 「動詞＋虚目的語」 に相当し、相









［mɐʔ12 sA34 bE22 fɐʔ55 hɔ33 ɕiÃ31］
（何も考えられるような方法がない）
（19） 市场高头／没／黄芽菜卖了。
［z。22 zÃ55 kɔ33 dɤ31 mɐʔ12 ɦuÃ22 ŋA55 tshE33 mA22 lɐʔ21］
（市場には［売る］白菜がなくなった）
例文 （18） （19） において、“好想”や“卖了”が軽声化する場合もあるが、中
には軽声化しないインフォーマントもいた （“好想”“卖了”とも 11人中４名）。
一方、例文 （1） （2） のような“吃饭”“讲闲话”などが“有＋ NP ＋ VP”構造
で用いられた場合、VP が軽声化しなかったインフォーマントはいなかった14）。
　以上から、NP が VP の意味上の目的語に相当する場合、VP が軽声化しやす
い点、そして NP が VP の虚目的語に相当する場合は、より軽声化しやすいこ
とが分かるであろう15）。
　3.  2.  2　NP が VP の意味上の目的語の場合 （2）
　前節では、“有＋ NP ＋ VP”構造において、VP が軽声化し、NP と VP が１
音韻句を形成するパターンについて扱ったが、本節では NP が VP の意味上の
目的語に相当するものの、VP が軽声化しない例を見ていきたい。
　VP が本来の声調で読まれるのは大きく分けて以下の 4タイプである。 （A）
VP が書面語的な 2音節動詞の場合、 （B） NP と VP の間に介詞句がある場合、
（C） VP が可能補語等の場合、（D） 動詞が 3項動詞で、後ろに間接目的語を伴っ
ている場合 （E） VP が“让”などを伴う使役文である場合、である。
　（A） VP が書面語的な２音節動詞の場合
（21） 伊／有／只／节目／要／表演。
［ɦi23 ɦiɤ23 tsɐʔ44 tɕiɪʔ33 moʔ44 iɔ23 piɔ33 i44］
（彼は出演しなければならない演目が 1つある）
（22） 没／物事／好／研究了。




［ɦiɤ23 liÃ22 iÃ44 mɐʔ11 z 23 hɔ34 ɦoʔ11 ziɪʔ23］
（学習できる 2つのことがある）
　（B） NP と VP の間に介詞句がある場合
（24） 我／有眼／闲话／要／搭侬／讲。
［ŋo23 ɦiɤ22 ŋE44 ɦE22 o44 ɦiɔ23 tɐʔ33 noŋ44 kÃ34］
（私はあなたに少し言いたいことがある）
（25） 我／有／几桩／事体／要／搭／小王／讲。




［ɦiɤ23 tɕy44 ɦE22 o44 thiŋ55 vɐʔ33 toŋ31］
（聞いて分からない話が 1つある）
（27） 有／桩／事体／搞勿清爽。




［ɦiɤ23 liÃ22 iÃ44 mɐʔ11 z 23 soŋ33 pɐʔ55 noŋ31］
（あなたにあげるものが 2つある）
（29） 单位／没／房子／分拨我。
［tE55 ɦuE31 mɐʔ12 vÃ22 ts 44 fən55 pɐʔ33 ŋo31］
（勤め先は私に割り当てる家がない）
（30） 我／没／物事／还拨侬。
［ŋo23 mɐʔ12 mɐʔ11 z 23 ɦuE22 pɐʔ55 noŋ31］
（私はあなたに返すものがない）
（31） 有／只／问题／想／问问侬。





［ɦiɤ23 iɪʔ33 tsÃ44 z 22 thi44 iÃ24 noŋ44 tɕhi44 tsu34］
（あなたにやってもらうことが１つある）
　（A） のように VP が 2音節語の動詞の場合は、口語で用いられる頻度が少な
いため、軽声化も起こりにくいのであろう。（B） ～ （E） から分かることは、
NP と VP の間に他のフレーズが入る場合や VP の後ろに間接目的語や動詞フ
レーズ等、他の成分がある場合は、VP が軽声化しないということである。つ
まり、VP が単独の動詞、または 「助動詞＋動詞」 の場合以外は、軽声化しづ
らいことになる。
　3.  3　NP が VP の行われる場所や着点・起点などを表す場合




［mɐʔ12 di22 fÃ44 tɕhi34］
（行く場所がない）
（34） 没／房子／住
［mɐʔ12 vÃ22 ts 44 z 23］
（住む家がない）
（35） 没／位子／坐。
［mɐʔ12 ɦuE22 ts 44 zu23］
（座る席がない）
（36） 车子／有／地方／借了。
［tsho55 ts 31 ɦiɤ23 di22 fÃ44 tɕiA33 lɐʔ44］
（車は、借りる場所があった）
（37） 搿种／物事／已经／没／地方／卖了。




［gɐʔ11 ŋE23 i55 zÃ31 mɐʔ12 di22 fÃ44 ko33 lɐʔ44］
（これらの服は掛ける場所がなくなった）
ただ、NP が場所を表す場合でも、以下の例では、NP と VP が 1音韻句を形成
する。
（39） 只有／一条／路好走。
［tsɐʔ33 ɦiɤ44 iɪʔ33 diɔ44 lu25 hɔ33 tsɤ31］
（行くことのできる道はたった 1本しかない）
（40） 有／两条／路好走。
［ɦiɤ23 liÃ22 diɔ44 lu25 hɔ33 tsɤ31］
（行くことのできる道が 2本ある）
例文 （39） （40） における NP と VP はそれぞれ“路”と“走”である。つまり
NP と VP の関係は“走路”という 「動詞＋虚目的語」 関係である。この例か
らも、“有＋ NP ＋ VP”構造において、NP と VP が 「動詞＋虚目的語」 関係
の場合、VP が軽声化しやすことがうかがえる。また、例文 （39） （40） におけ
る連読変調であるが、“路”が 1音節であるため、例文 （11） のように NP が上
昇となり、VP は下降調となる16）。
　3.  4　NP が VP の道具を表す場合
　NP が VP の道具を表す場合、VP は本来の声調を保ち、軽声化することはな
い。
（41） 没／纸头／写。
















［mɐʔ12 tɕi55 uE31 bÃ23 dɤ23］
（会う機会がない）
（46） 没／辰光／去／旅游。
［mɐʔ12 zən22 kuÃ44 tɕhi44 ly22 iɤ44］
（旅行に行く時間がない）
（47） 没／理由／勿去。
［mɐʔ12 li22 iɤ44 vɐʔ11 tɕhi44］
（行かない理由がない）
NP が抽象名詞である場合、朱徳熙 （1986） は、“有＋ NP”が話し手の、VP 発
生の必要性・可能性に対する態度、すなわちモダリティを表すとしている17）。





　3.  6　NP が“人”の場合
　NP が“人”などの場合、VP は軽声化しない。
（48） 没／人／睬我。
［mɐʔ12 in23 tshE33 ŋo44］
（私を相手にする人がいない）
（49） 没／人／晓得／搿个／消息。
［mɐʔ12 in23 ɕiɔ33 tɐʔ44 gɐʔ11 ɦɐʔ23 ɕiɔ55 ɕiɪʔ31］
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（この知らせを知っている人はいない）
　NP が“人”などの場合、NP は VP の動作者、または心理活動を行う経験者
であり20）、NP と VP は主述関係にある。上海方言において、主語と述語は 1
音韻句を形成しないのが普通である。そのため、“有＋ NP ＋ VP”構造におい
て NP が“人”などである場合、VP は軽声化せず、本来の声調で読まれるの
であろう。
　4．“有＋ NP ＋ VP”構造における VP の軽声化
　３節では VP と NP の関係を 5つに分け、“有＋ NP ＋ VP”構造において連
読変調がどのように実現されるのか見た。そこで、NP が VP の意味上の目的
語に相当する場合に VP は軽声化しやすく、他の場合において軽声化は観察さ
れなかった。また NP が VP の目的語に相当し、さらに NP が VP の虚目的語
である場合、より軽声化が起こりやすかった。
　では、なぜ NP が VP の目的語に相当する場合、軽声化が起こりやすいので
あろうか。“有＋ NP ＋ VP”構造は刘月华等 （2001） が指摘するように、一種
の連動構造である。だが“有＋ NP ＋ VP”構造における NP と VP は、VP が
NP を修飾・限定する、一種の後置連体修飾構造となっている21）。このような









るのではないかと考えられる。“有＋ NP ＋ VP”構造において VP が NP の後
置連体修飾語となった場合、軽声化が起こりやすいのは、NP と VP の間のこ
のような緊密性と関係しているのではないかと考えられる。
上海方言における“有 +NP+VP”構造と連読変調 （佐藤）　（269）
　さらに、NP が VP の虚目的語に相当する場合、軽声化がより起こりやすい
のも、NP と VP の間の緊密性に関連しているのではないかと考えられる。“讲
闲话”“吃饭”“唱歌”といった動詞―虚目的語における虚目的語は、動詞から
の予測可能性が高い名詞であり、意味的情報量も低い。そのため、「動詞―目
的語」 というペアで 1つの行為タイプを表すようになる23）。このような 「動詞
－虚目的語」 構造はペアで 1つの整体を表すのであるから、他の 「動詞―目的





い 「虚目的語―動詞」 というペアであっても、VP の軽声化が阻害されるケー
スがある。本節では、“有＋ NP ＋ VP”構造が連体修飾節の場合、“有＋ NP
＋ VP”構造が疑問文の場合という 2つのケースを見ていきたい。
　まず、“有＋ NP ＋ VP”構造が名詞 （句） の前に用いられ、連体修飾節となっ
た場合、VP は軽声化しない。
（51） 老早／没／饭／吃格／辰光，（一天只吃一顿饭）。
［lɔ22 tsɔ44 mɐʔ12 vE33 tɕhiɪʔ33 ɦɐʔ44 zEn22 kuÃ44］
（以前食べるご飯がなかった時は、一日に一食しか食べなかった）
（52） 伊／好像／有／闲话／要／讲格／样子。 
［ɦi23 hɔ33 ʑiÃ44 ɦiɤ23 ɦE22 o44 ɦiɔ23 kÃ33 ɦɐʔ44 ɦiÃ22 ts 44］
（彼は言いたいことがあるような様子だ）
（53） 没／事体／做格／辰光，（我跑到爷叔屋里去听听音乐）。
［mɐʔ12 z 22 thi44 tsu33 ɦɐʔ44 zEn22 kuÃ33］
（何もすることがなかった時は、私はおじの家に行って音楽を聞いた）
（54） 有／一种／没／路／好／走格／感觉。
［ɦiɤ23 iɪʔ33 tsoŋ44 mɐʔ12 lu23 hɔ34 tsɤ33 ɦɐʔ44 kø33 tɕioʔ44］
（行くことのできる道がないような感じがする）
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　次に、“有＋ NP ＋ VP”構造が疑問助詞“儂”とともに用いられた場合、
VP は軽声化しない24）。
（55） 有／饭／吃儂？
［ɦiɤ23 vE23 tɕhiɪʔ33 vɐʔ44］
（食べるご飯はありますか）
（56） 有／啥个／闲话／要／讲儂？




［tshən55 tɕiɪʔ31 ɦiɤ23 ɕin55 i33 zÃ31 tshø55 vɐʔ31］
（春節には ［着る］ 新しい服はありますか）
（57′） 春节／有／新衣裳穿儂？
［tshən55 tɕiɪʔ31 ɦiɤ23 ɕin55 i44 zÃ33 tshø22 vɐʔ21］
　紙幅の都合上これらの問題について詳細に述べることはできないが、こうし
た例外は VP の軽声化の性質によるものではないかと考えられる。“NP ＋ VP”
という構造は本来 「語」 という単位に収まるものではなく、NP と VP の間に
は語境界が存在している。VP が軽声化し下降調となった場合、フレーズとい









　本稿では主に上海方言の“有＋ NP ＋ VP”構造における連読変調について
上海方言における“有 +NP+VP”構造と連読変調 （佐藤）　（271）
記述し、NP が VP の意味上の目的語に相当する場合、VP が軽声化し“NP ＋
VP”が音声的に 1つのまとまりを形成する傾向があることを指摘した。そし








1）　沈同 （1981）、许・汤・汤 （1988） など。
2）　主なインフォーマントは以下の 11名。ZY 氏 （38歳、女性、楊浦区）、WZ 氏 （31
歳、男性、静安区）、YZ 氏 （31 歳、男性、黄浦区）、FQ 氏 （29 歳、男性、楊浦
区）、SC 氏 （28歳、男性、徐匯区） WJ 氏 （26歳、男性、虹口区）、CY 氏 （26歳、
女性、静安区）、LJ 氏 （26 歳、女性、虹口区）、WJ 氏 （23 歳、女性、虹口区）、










　　岩田 （1999）、（2001） ではこれを 「アクセント特性 （accentual feature）」 と呼んで
いる。




に達した後、つまり 1字目の声調の拡張が終わったあとは、“预定低调” （default 






平板化する、というものもある。その調値は、1 ～ 3 声：33，4・5 声：33 とな
る （钱乃荣 （1997） 等）。钱乃荣 （1997） では動詞―目的語構造などの前部要素が
平板化する変調を“松音变”と呼び、音韻句末の変調を“紧音变”と呼ぶ。
8）　“有人 VP”は、“人”が“有”の目的語であり VP の動作主でもあるため、兼語
式であるという考えもある （刘月华等 （2001） 等）。原 （1991a） （1991b） では“有





　　　［ŋo23 ɦiɤ23 iɪʔ33 tɕy44 ɦE22 o55 iɔ23 kÃ34］





　　　［iɔ23 kÃ33 ɦɐʔ44 ɦE22 o44］
11）　ただ、他のセンテンス （例えば“有水吃”等） では、NP が上昇調になった発音
しか観察されず、“没饭吃”と同様の現象は観察されなかった。









15）　例文 （18） （19） の例からも分かるように、NP が VP の意味上の目的語の場合軽
声化するというのは、絶対的な規則なのではなく、大きな傾向であることが分
かるであろう。










　　　［ŋo23 vɐʔ11 hɔ44 tɕhi34］
　　　我／要／买／搿件／衣裳。
　　　［ŋo23 ɦiɔ23 mA23 gɐʔ11 dʑi23 i55 zÃ31］
　　この点から、助動詞のようなモダリティを表す成分は、動詞と一緒に 1 音韻句
を形成する傾向がないことが分かる。
20）　「経験者」 については、益岡 （1987） を参照した。「経験者」 とは、「感覚・感情
等の精神活動・状態を経験する存在」 である （p.106）。
21）　原 （1991a、1991b） では、“有＋ NP ＋ VP”構造において、NP は 1つの class を
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